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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和３年度事業点検・評価調書　
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第４章　世界遺産登録に向けた来訪者の受入体制整備
取組項目 バリアフリー機能の導入

Ⅱ．ガイダンス機能・ガイド体制の充実

事業(施策)名 ４　バリアフリー機能の導入

佐渡市世界遺産推進課

関連団体
県文化行政課、佐渡地域振興局企画振興
部

事業実施期間 Ｈ28～R4

事
業
概
要

【事業目的】

各種施設や説明媒体におけるバリアフリー機能の導入により、様々な来訪者への利便性向上を
図る。

【事業内容】

説明媒体に展示や音声ソフトなどのバリアフリー機能を導入する。

【本計画終了時点のゴール】

累積的な目標値は設定できないが、施設等の整備の際にはできるだけバリアフリー機能の導入
を図るようにする。

事
業
計
画
と
実
績

【Ｒ３年度計画】

史跡整備基本計画に基づき、個別事業の実施前に具体的なバリアフリー機能の導入に関する
協議を行う。

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

史跡整備基本計画において、バリアフリー機能の導入に関する基本的方針を記載し、個別事業の
実施前に具体的なバリアフリー機能の導入についての協議・検討を行った。

【R３年度実績】

相川郷土博物館の保存修理事業に伴い、社会教育課（佐渡学センター）とバリアフリー機能導入
の有無について協議を行った。

課
題
・
今
後
の
取
組

【課題】

【今後の取組】

史跡整備基本計画に基づき、個別事業の実施前に具体的なバリアフリー機能の導入に関する
協議を行う。

鉱山遺跡という特質上、場所によってはバリアフリー導入が困難な場所もある。バリアフリー機能
の代替えが可能かどうか、また代替え方法をどのように整備すべきか検討する必要がある。

事
業
評
価

【ゴールに対するR3末の達成度】 概ね計画どおりに進んでいることからB評価とした。

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕
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